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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・12月26日八戸保健所管内でインフルエンザ「注意報」が発令。当法人でもインフルエンザ罹患者が発生している状況である為、感染予防の手洗い・手指消毒・人混みを避けると共にマスクの着用を徹底していくこと。

・法人　納会のお知らせ。

日時：12月30日（火）

納会：17：15～17：40　懇談会：17：40～18：30

場所：メンタルケア病棟3階　会議室・ホール
・書初め大会について、事前書き初め期間が12月31日までとなっている為、期間内に書初めを行うこと。
・12月31日、1月1・2日は年末年始の行事となっている為、各自協力して行事を行っていくこと。

＜青明舎登録者情報＞

・高柳　和子　様～12月24日定期訪問実施。生活状況を確認すると、「あんまり、良くないかな」と話している。睡眠は取れているとのことだが、調子が悪い日が多くなったとのこと。スタッフからは、先週青明舎に入浴しに来ることが出来たことの評価を伝えている。デイケアの利用については、行ったり休んだりしているとの事だが、デイケア特定スタッフの名前を出し「あの人はデイケアに行くのを強く言わないから良い。」と話している。いろんな人がいるから仕方ないと前置きしながら、「強く言われるとそれに傷ついてしまい、“弱い人の気持ちが分からない人だなぁ”と思ってデイケアに居るのが気が重くなって。」と最近感じたことをスタッフに説明している。年始年末は１人で過ごすので寂しさを感じると話している。
・大久保　恒夫様～12月26日定期訪問実施。妻（律子様）は外来受診へ行っているとのことで、不在。掃除等は定期的に行えている様子がうかがえており、生活面では特に困っていることはないとのこと。妻がコーラばかり飲んでいるため、健康面を考えて青汁を注文したが、コーラの飲料頻度が変わったわけではないと苦笑している。食事も肉類を多く摂取する傾向があるとのことで心配とのこと。野菜を購入して摂る機会は2人とも少ないとのことで、青汁とは別に野菜を摂ることも健康には良いこと伝えている。また、通販で購入した健康補助食品が本日届いたと話し、スタッフへ見せている。本人はあまり気にしていないが、今現在服用している精神薬との飲み合わせの関係性もある可能性も考えられるため、次回受診時に主治医へ報告するよう説明している。
12月28日、青明舎へ来所しており、青明舎の特定スタッフの名をあげ「馬鹿にされたようで頭にきた」と話している。馬鹿にしていないことを伝えるが納得していない様子。当面は特定スタッフ以外で訪問することを伝えると「すみませんがお願いします」と話している。
・清水　秋男　様～12月27日定期訪問実施。体調は相変わらず、肩痛や腰痛があると訴えているが、青南病院から処方されている痛み止めを服用しているとのこと。現段階では仕事に支障はないと話している。
・我満　奈津紀様～12月27日定期訪問実施。体調について確認すると、寒くなってきたせいか手術をした左胸に違和感があるとのこと。また、右腕も痛いため八戸赤十字病院の医師へ相談しており、12月24日に検査をし、1月14日に結果がわかると話している。冬は落ち込みやすいが、今年は娘が鬱っぽいせいか自分がしっかりしないといけないと思い、落ち込んでいないと話している。
＜グループホーム利用者情報
・下妻　康貴　様～12月28日15：00本人より電話あり、熱が38.9℃あると報告している。咳と節々の痛みがあるとのことで、市販の風邪薬を服用したとのこと。日曜日であるため当番医に受診する方法もあることを伝えると「うーん。寝て起きたばかりだから熱が高いのかも。病院はまだいいかな」と話すため、本日様子をみて明日も高熱の場合は病院受診を検討するよう伝えている。「明日、熱が下がらなかったら仕事休んだ方が良いかな？」というため、休むよう伝えている。16:00再度電話あり、熱が39.1℃になったとの事で、仕事を休むと連絡したと話している。本日、鹿内内科を受診し、インフルエンザ陽性と診断されている。
・平　康子　様　～訪問時に服薬状況を確認すると、処方薬が2日分不足していた為、本日急遽外来受診をして不足分を処方してもらっている。グループホームにて服薬について、曜日を関係なく飲んでいることや、不足分が飲み忘れか二重服薬か詳細が確認できていないとのことで、今後服薬状況の確認を徹底していく予定。デイケア来所時にも服薬状況の確認を継続して促していく。

・大久保　康弘様～12月26日（金）19:15にグループホーム同居者より、大久保様が玄関の外で倒れていると連絡があり、訪問している。意識はもうろうで歩行不安定であり、介助にて自室へ誘導を行っている。左手甲に擦過傷を確認しているが、その他バイタル異常、疼痛等の訴えはない。服薬ボードを確認すると就寝前薬は服用済みであり、睡意が強い為、誘導後はすぐに入眠されている。翌日7:00に訪問すると、ふらつきは消失し、受け答えも良好となっている。
また、介護保険の申請について、1月6日に訪問調査をし、その後に申請していく予定となっている。

＜利用者情報＞

・高田　マキ　様～H26年10月中旬、「盛岡市の病院に転院する」「盛岡市でマンションを買って住む」「江戸時代の鉄器を持っているから、それを売って買う」等と訴え、転院・デイケアの中止を強く希望。母親とも情報共有を行い、職員・家族より当院への通院およびデイケア利用の必要性を説明し現実検討を促すも、「実家から通院するから大丈夫」「とにかく、病院を変えたい」等と強く訴え、主治医への相談が行われていた。12月初旬には、転院に対して妄想様の発言は認められなくなったものの、依然として転院の意思が強く、主治医からも通院を続けるよう助言が行われたが、聞き入れることが出来ず紹介状を希望。自ら盛岡市内にある「もりおか心のクリニック」へ相談し同院を初診。
主治医と相談した上で、母親へも情報提供することとなり電話連絡をしていたが繋がらず、本日母親へ電話が繋がる。母親は｢本人に何を言っても聞かなくて｣｢転院してからはだいぶ穏やかになってくれたけど、いつまで続くか分からない｣と話している。今後同院への通院が継続出来なくなった際、当院への通院希望がある際は相談いただきたいことを伝え、本日付でデイケアの利用を中断となる。
・鈴木　真知子様～来所時の体温測定にて、37.2℃となっているが、不調の訴えは聞かれていない。昼食後再度測定すると、37.5℃となっており、軽度の腹痛の訴えが聞かれている。身体状況を確認すると、服を8枚着ている状態であり、枚数を減らして調整すると、36.9℃まで解熱し、腹痛も楽になったと話している。来所時には身体不調の有無と整容面の確認を行っていく。

＜外来情報＞
種本　サハ　様～青陽館の正月の利用について相談しており、担当医より青陽館スタッフと相談して決めるように説明されている。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　浅坂　政美　様）

実施日：H26年12月29日（月）13：30～14：00

担当チーム：小林・會津・油津

参加者：小林・會津・油津・慶長・戸賀沢・佐々木・小屋敷・福田（青明舎）

	氏名
	浅坂　政美　様
	性別
	男
	年齢
	58
	生年月日
	S30年11月4日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	脳性麻痺・糖尿病・右大腿骨骨頭骨折（H23.3）

	治療方針（医師の指示）
	断酒生活の維持、身体管理（糖尿病予防・高血圧）

	本人希望
	現在の生活を継続する

	家族希望
	同上

	入院歴
	計5回（最終：H22年9月～H22年11月）

	通所歴
	2回目

· 前回：H22年11月7日～H23年3月17日

· 今回：H23年6月20日～現在　　（週4回/月・火・水・金曜日）

	その他サービス利用
	・訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣の利用(1回/毎週木曜日)

・南部町社会福祉協議会ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟの利用(1回/毎週土曜日)

	住居：一戸建て（単身生活）
	家族構成：6人兄弟・次男（末子）
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	利用制度
	身体障害者手帳

4級
	障害基礎

年金2級
	自立支援医療　利用中

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を継続する。
	①再飲酒しない。
	①抗酒剤を服用する。苛々した時は飲酒以外の方法で解消する。
	①毎日、デイケア通所時にスタッフの前で抗酒剤を服用し、スタッフが確認ノートにチェックする。苛々した時は、周りにあたったり飲酒に走ったりする前にスタッフに相談し、苛々の軽減を図り、解決方法についてともに考える。

	
	②糖尿病・高血圧が悪化しないようにする。
	②体重を68㎏で維持する。
	②週1回体重測定を行う。間食は1日1回200kcalまで。来所時、血圧測定し、血圧が高値（収縮期140以上、拡張期100以上）の場合は、無理に運動はせず、スタッフは外来に情報提供する。

	
	③身体状態を維持する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	③歩行状態を現在のまま維持する。無理をしてけがをしない。
	③できる範囲で運動（ラジオ体操、ウォーキング、エアロバイク）に参加する。運動を行う際は、スタッフは手の届く位置で見守り、転倒時支えることができるよう見守る。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①再飲酒しない。
	・過去に飲酒をした際には、突然東京に行くことや、暴力行為、眠れなくなるなどのことがあった。H22年9月以降、断酒生活は継続している。イライラすると飲酒欲求が出ると自覚しており、イライラで言葉が乱暴になり、周囲にあたってしまうことがある。
・11月スタッフの発言を気にして電話を掛けることがあり。気にしていることを自分から相談し、対処することが出来ている。
・デイケアでのALプログラムでは、お酒のことを笑いながら話しており、その場面で飲酒欲求が聞かれることはない。他メンバーが「お酒の内容を気にせず話すことが出来る為、すっきりできる」と話すことに頷いている。
	・現在の生活を続けることを念頭に、できていることは評価しながら今後も継続するように促していく。
・目標計画は継続して断酒の継続を図っていく。

	②糖尿病・高血圧が悪化しないようにする。
	・5月は62㎏で、12月初めは70㎏であったが、現段階での体重は68㎏。現在減量してきており、本人は「少し我慢した」と話している。
・野菜の摂取を促すと野菜を多めに食べるなど、日常的な食事は自分で努力している様子が見られている。間食は自宅の仏壇に供えたものや、うみねこ幸房のパンと話しており、体重増加に関しては、間食による影響が考えられる。

・血圧は110/80～90mmHg程で安定しており、糖尿病の数値も大きな変化はない。食事のバランスも良い。
	・自分自身でできている部分や注意している点もある為、今後も目標計画を継続し、出来ている点を評価しながら継続を促していく。改善点については、あまり強く振り返るのではなく、「この方が良いと思うよ」等、本人が理解しやすい方法で伝え、行動化を促していく。

	③身体状態を維持する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・以前張り切って卓球をして転倒してしまうことがあったが、以降は激しい運動はしていない。現在デイケアでも運動療法に継続して参加しており、転倒することはない。
・冬は雪道や凍った道で転倒することもあるとのことで、無理をしないように伝えている。
	・片麻痺である為、運動時にはスタッフが傍で見守るなどの注意は継続して必要となる。目標計画を継続し、出来る運動を行いながら身体状態の維持を図っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を継続する。
	①再飲酒しない。
	①抗酒剤を服用する。苛々した時は飲酒以外の方法で解消する。
	①毎日、デイケア通所時にスタッフの前で抗酒剤を服用し、スタッフが確認ノートにチェックする。苛々した時は、周りにあたったり飲酒に走ったりする前にスタッフに相談し、苛々の軽減を図り、解決方法についてともに考える。

	
	②糖尿病・高血圧が悪化しないようにする。
	②体重を68㎏で維持する。
	②週1回体重測定を行う。間食は1日1回200kcalまで。来所時、血圧測定し、血圧が高値（収縮期140以上、拡張期100以上）の場合は、無理に運動はせず、スタッフは外来に情報提供する。

	
	③身体状態を維持する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	③歩行状態を現在のまま維持する。無理をしてけがをしない。
	③できる範囲で運動（ラジオ体操、ウォーキング、エアロバイク）に参加する。運動を行う際は、スタッフは手の届く位置で見守り、転倒時支えることができるよう見守る。


